










 23 

今後この業界はどのような方向に発展していく●●

と思われますか。

総務省が出している『新世代ネットワークの推進』

というものがあります。（http://www.johotsusintokei.

soumu.go.jp/whitepaper/ja/h20/pdf/k3020000.pdf）

これは、特に ICT や通信の分野で、国が推進をしよ

うとしていることをまとめた図です。（図 2 参照）先

ほどもふれた NGN は今後を語る上で外せないキー

ワードとなります。NGN とは現在のネットワークを

発展させ、インターネット、電話、テレビなどのサー

ビスを低コストで提供しようというものです。総務

省では、さらに 2020 年を展望し、IP ネットワーク

の課題を抜本的に解決する新しいアーキテクチャの

ネットワークである新世代ネットワーク（NWGN）

の研究開発を重点的に推進しています。現在は、ちょ

うど NGN の入り口のあたりにいます。

御社の今後の展開を教えていただけますか。●●

基本的には「ネットワーク・ソリューション・デ

ベロッパー」として、IP 関連通信ソフトを中心とし、

顧客の問題解決のために、オリジナルのソフト開発

や保有技術を活かして付加価値のソリューション提

供を考えています。

具 体 的 な タ ー ゲ ッ ト 市 場 は、 携 帯、WiMAX4、 

4：2003 年 1 月に IEEE( 米国電気電子学会 ) で承認された、
固定無線通信の標準規格。IEEE 802.16 規格の使用周波
数帯を変更したもの。

WiFi5 分野への FMC を含むビジネス展開をしていき

たいというのが今後のビジョンです。20 年ほど電話

線にまつわるビジネスを行ってきていますが、今後

は無線化、携帯化というのは避けられない分野になっ

ていくでしょう。

その流れの中で、アンドロイドというグーグルの

無料 OS の活用を考えています。安価に早くワール

ドワイドな機器を開発していくためにアンドロイド

OS は有効だと考えています。今春には一般社団法人 

Open Embedded Software Foundation を立ち上げる

予定です。この団体はアンドロイド OS 普及を目的

としたコンソーシアムで、すでに大手メーカ複数社

が参加していただけることになっています。

私たちの身の回りのものでいうと、レストランに

行ってテーブルでカード決済するときにお店の人が

カードをもってお店の奥にいってしまうことがあり

ますよね。本来でしたら、お店の人がカード用の決

済端末を持ってきてくれて、われわれは、テーブル

で暗証番号を入れるというのが望ましい形ではない

でしょうか。このようなサービスインフラの拡充は

今後、さらに求められてくるでしょうし、現在培っ

ているものを発展させて、さまざまな分野に適応さ

せていきたいと思っています。

本日はありがとうございました。●● （聞き手：成宮）

5：Wireless Fidelity。無線 LAN の標準規格の認知度を高め
るため名づけられたブランド名。

図 2：新世代ネットワークの推進（総務省 平成 20 年度版 情報通信白書より ）


